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コア径をサブミクロンにまで狭窄化したテーパー化光ファイバーは、近接場光学顕微鏡プローブ[1]、ナノ粒子

の光トラップやマニピュレーション[2]、単一光子を用いた量子光学実験[3]や光センサー[4]など広く応用されてい

る。ナノファイバー構造の作製法として溶融延伸が一般に用いられるが、作製および配置の制御や機械的安定性

などに問題がある。そのため我々はこれまでにナノファイバーを制御性よくシリコン基板上に集積して作製する

技術を開発した[5]。本手法では基板上に固定した光ファイバーの集束イオンビーム（FIB）加工および緩衝フッ酸

溶液（BHF）による選択的ウェットエッチングにより、ナノファイバーを作製する。さらにこの構造の応用とし

て、ナノギャップを設けて対向させた金属化ナノファイバー対構造による表面プラズモンのナノギャップでの増

強効果[5]や共振器効果の実現のための周期開口列による透過光スペクトルでのディップの確認[6]を行ってきた。 

本発表ではナノファイバー構造の作製について、光透過特性観測によるナノファイバー形状作製の制御性の向

上を検討した結果について発表する。ナノファイバー構造は強い光閉じ込めと大きなクラッド側へのエバネッセ

ント浸みだし長のため、コア外部に配置された物質との大きな相互作用が期待できる。この特性はナノファイバ

ーの直径に依存するが、従来はエッチング時間による制御のみ行っていたため、加工の精度揺らぎによる再現性

に問題があった。一方光透過率、スペクトルはファイバー形状に依存するため、エッチング時にその場観測する

ことで作製の再現性向上が図れると考えられる。図１に用いた測定系を示す。また図２に BHF エッチングの時間

に対するナノファイバーの透過スペクトルを示す。この結果から、エッチング時間 150min でコアが露出し以後コ

ア径が細くなるにつれ、高次モードの透過率が低下し、波長が短波長側へシフトすることがわかった。発表では

エッチング時の BHF 溶液がクラッドの場合の数値計算を用いた解析についても述べる。 

 

 

  

 

 

 

Fig.1 Optical setup for in situ monitoring of nanofiber transmission      Fig.2 Etching time dependence of nanofiber transmission    
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